
























や実地検分にも意欲的で、帰国後の口頭報告＋論文﹁羅馬教皇﹂で成果をまとめた。これは概ね文化的プロテスタンティズムの路線で書かれたカトリック教会批判である。また吉野はプロテスタンティズムに関しても多くの文献に触れており、ドイツ滞在中に英米系のものも読んでいる。なおプロテスタンティズム研究と一部重複しているが、吉野は平和主義研究にも関心を示していた。フリーメイソン研究は両者にまたがるもので、それ以外にもズットナーなどに触れている。ただ平和主義研究は、それ程専門的な域には達しなかった。社会主義研究に関しても読書の痕跡はあるが、これも余り進まなかった模様である。 （二）吉野作造はヨーロッパ比較政治研究にも関与はしているが、対象国、分析対象を限定したものではなく、浅く広くの印象が強い。吉野は留学中、各国 に関する国家学・国法学・歴史学の 説書や辞典類に接して、初歩的知識を集めようとしていた これ 直接に 彼が帰国後担当することになっていた﹁政治史﹂講義への準備と思われるが
、
結果的に民本主義鼓吹の恰好の準備になったと思われる。 （三）吉野作造は欧米滞在
中も日本の言論界を絶えず点検しており、 ﹃國家學會雜誌﹄ 、 ﹃法學協會雜誌﹄ 、 ﹃太陽﹄ 、 ﹃新人﹄ 、 ﹃新女界﹄ ﹃東京朝日新聞﹄は定期講読していた模様である。これに対し現地の雑 は、 国外ドイツ人向けの雑誌﹃エヒョー を好み、加えてイギリスの日刊紙﹃タイムズ﹄を購読していた ドイツ帝国の主要な政治雑 、 ﹃政治学雑誌﹄の既刊部分を購入したものの、それ以外は中道・左派系の﹃プロイセン年報﹄ 、 ﹃救済﹄ 、 ﹃新時代﹄なども含めて読んだ形跡がない。ドイツ以外の国 政治雑誌にも余り取り組んでいない。 （四）吉野作造 文芸や演劇に幅広く興味を示し、観劇に際しては台本を事前に読んで行くほど熱心であっ 。吉野はまた、 ﹁市民層の封建化﹂の代名詞とされるドイツ学生組合の文化にも興味があり
、
文献にも当たっていた。 （五）吉野作造は言語に関しては、ドイツ語のみならず英語、フラ
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este in der W
elt. D
eutsche autorisierte A
usgabe, übersetzt v. Julie Suttner, 30. A
ufl., B
ielefeld/Leipzig: Verl. v. 
Velhagen &
 K









es Pott, 1890. 
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eschichte der deutschen Einheitsbestrebungen bis zu ihrer Erfüllung 1848-1871, 2 B
de., B
erlin: Verl. v. Julius 
Springer, 1872/73. 389 S. (B
d. 1) und 434 S. (B
d. 2).　
日記原本でも確認したが、吉野作造の転記ミスと思われる。これは解放戦争
から、とりわけ三月革命から独仏戦争 到 ドイツ統一の過程を分析した大部の政治史である。著者は当初一八五三年にドイツ統一運動を概観する著作 刊行していたが、のちにドイツ統一が実現したので、一八七二年にこの改定版を刊行した。プロイセン主導でのドイツ帝国建設を情熱的に肯定する自由主義系の著作である。なお﹁
Fock ﹂とは﹁
G
ustav Fock ﹂書店を指す（１４８） 。
6　
  Zeitschrift für Politik
はミュンヘン政治大学が一九〇七年に刊行を開始した政治学雑誌であるから、吉野作造は既刊の一九〇七年、




  Friedrich Schulze/Paul Ssym
ank, D
as deutsche Studententum
 von den ältesten Zeiten bis zur G
egenw
art, Leipzig: Voigtländer, 1910. 487 S. 
これはベルリン大学百周年を記念した浩瀚なドイツ学生史で、一三五〇年から一七五〇年ま をシュルツェが 七五〇 から一九一〇年までをシマンクが執筆している。シ ンク担当部分の主要な内容は、いうまでもなく各種学生組合の形成・発展である。吉野はドイツ学生の剣術や学生歌に関心を懐いていたので、政治史との関連か 学生 風俗まで包括的に扱っ 同書を購入したものと思われる。なお﹁午後﹂の﹁本﹂は探索不能。
9　
  左派自由主義系の日刊紙﹃フランクフルト新聞﹄か。以下の箇所に共和国旗掲揚の記述があ が、国王殺害の記述はないFrankfurter Zeitung und H
andelsblatt, N









Frankfurter Zeitung und 
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endell (Traduction de 
G
eorges G
rappe), La France d ’A
ujourd ’hui, Paris: N








a in 3 A
kten, H
alle 1893. 120 S. これは平和主義者ズットナーの代表的戯曲である。
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o, 1910. 312 S. これは自然主義の人気作家の小説である。
16　
  C
harles Seignobos, Politische G
eschichte des m
odernen Europa. Entw
icklung der Parteien und Staatsform




linkhardt, 1910. 800 S. これは比較欧州政治論の大著である。著者セニョボスはパリ大学文学部教授で、この作品でアカ
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ehr ’s Verl., 1908. 375 S. フリードリヒ・デルンブルクがベルリンの報道機関や文芸について、フリードリヒ・ナウマンがベルリ
ンの政治について執筆しており、他にもホテル、レストラン、観光施設などの紹介がある。なお吉野家によれば、書き抜いた﹁別冊﹂は現在行方不明という。
25　
  Verein zur Förderung des Frem
denverkehrs in Speier (H
rsg.), K
leiner Führer durch Speier am
 R
hein, Speier: K
ranzbühler [nach 1900]. 15 S. 
か。
26　
  Peter R
osegger, D
as ew
ige Licht. Erzählung aus den Schriften eines W
aldpfarrers, Leipzig: Staackm
ann, 1903. 427 S. 著者ペーター・ロゼ
ガーはカトリック教徒だが、プロテスタントとの関係が深かった。
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autzsch bei Leipzig: Felix D
ietrich 1908. 28 S. これは﹁文化と進歩﹂叢書の一冊で、民衆啓蒙を目的
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  ﹃太陽﹄第一七巻第一号（明治四四年一月一日発行） 、 ﹃新人﹄第一二巻第一号（明治四四年一月一日発行） 、 ﹃新女界﹄第三巻第一号（明治四四年一月一日発行）か。
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eyer, 1910. 172 S. 著者は医学博士で、ミュンヘン大学私講師である。最初の六章で乳幼児の問題が扱われ、第七章で
それ以上の年齢の青少年、第八章で身体・精神障礙児、第九章で非行少年などが扱われている。ドイツの乳幼児・青少年対策が主題だが、イギリスやエステルライヒなど他国の事例にも言及が為されている。
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の地位﹂ ﹃法學協會雜誌﹄第二二巻第七号、一〇〇七頁。 ） 。
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ans, London: Sir Isaac Pitm
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 Sons, Ltd., 1910. 278 pages. これはアングロ
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eyer, 1908. 327 S.
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  同名の書籍は多数存在するので特定が難しいが、そのな に以下のものがある。
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auschen, Lehrbuch der katholischen 
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  これは編者の転記ミスである。日記原本には ﹁
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  以下の記事などを見たものと推測される。 ﹁歌舞伎座買収さる﹂ 、 ﹃東京朝日新聞﹄明治四四年八月一三日朝刊、五頁。
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  ﹃新人﹄第一三巻第五号（明治四五年五月一日発行） 、 ﹃新女界﹄第四巻第五号（明治四五年五月一日発行）か。
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  La vie politique dans les deux m
ondes, publiée sous la direction de A
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harpentier, 1906. 332 pages. か。
84　
  ﹃太陽﹄第一八巻第八号（明治四五年六月一日発行） 。
85　
  上杉愼吉﹁國體に關する異說﹂ 、 ﹃太陽﹄第一八巻第八号（明治四五年六月一日発行） 、六九︱八〇頁。
86　
  中島半次郎﹁日獨教育制度の比較 一三四︱一四〇頁。
87　
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  小野塚喜平次﹁獨逸ニ於ケル最近ノ立憲政況﹂ 、 ﹃法學協會雜誌﹄ 三〇 七 七 発行？） 、 一〇五七︱一〇九七頁。
90　
  ﹃新人﹄第一三巻第七号（明治四五年七月一日発行） 。一〇四頁に内个崎家の第五子（長女）誕生への言及がある。
91　
  ﹃新人﹄第一三巻第八号（大正元年八月一日発行） 、 ﹃新女界﹄第四巻第八号（大正元年八月一日発行）か。 ﹃新人﹄第一三巻第八号には吉野作造の旅行記﹁伯林より巴里へ﹂ 掲載されていた（八三︱八七頁）
。
92　
  Pierre C
lerget, La Suisse au X
X
e siècle. Étude économ
ique et sociale, Paris: A
rm
and C
olin, 1908. 268 pages. あるいは同書
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  Pierre A
lbin, Les grands traités politiques. R
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  Louis A
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as fils, La dam
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iane de Lys ; Le bijou de la reine, Paris : C
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ann Lévy, [1890], 429 pages. か。
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  B
ernardin de Saint-Pierre, Paul et V
irginie, Paris: Librairie H
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123　
  Paul H
elbeck, W
ie das englische Volk sich selbst regiert. D
ie englische Staatsverfassung und Verw
altung, die politischen Parteien und ihre 
Führer, B
erlin: Fortschritt (Verl. der „H
ilfe “), 1912. これは左派自由主義陣営の帝国議会議員フリードリヒ・ナウマンの経営する出版
社から出たイギリス政治紹介で、ナウマンの序文が付されており 著者ヘルベックの妻エミリー・グリーンはイギリス人と推測される。ロイド・ジョージは人物紹介の末尾に九頁に亙って紹介されている（
S. 68-76. ） 。
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 加州外國人土地所有權禁止法成立と其善後策﹄ （サンフランシスコ、一九一三年六月） 。この書は、
日米間の﹁永久平和﹂を切望しながらも、アメリカ人の﹁一部﹂による日系移民排斥運動を非難する論調で書かれ、この問題を﹁日本民族﹂の海外発展能力を測る試金石と看做している。
＊
 本論の執筆に際しては、吉野家の御諒解を得て、刊行版の日記で再検討の余地のある箇所に限り、非公開の日記原本の複写を拝見することが出来た。御協力頂いた吉野雪子氏に、この場を借りて厚く御礼申し上げる。
